
久木田重和教授年譜ならびに主要業績目録

生年月日 1943 年 4 月 7 日 福岡県戸畑市（現北九州市戸畑区）で生まれる。

本籍地 鹿児島県阿久根市

【学 歴】

1950 年 4 月 鹿児島県阿久根町立阿久根小学校入学

1953 年 1 月 鹿児島市立大龍小学校へ転入学

1956 年 3 月 鹿児島市立大龍小学校卒業

1956 年 4 月 鹿児島大学教育学部附属中学校入学

1959 年 3 月 鹿児島大学教育学部附属中学校卒業

1959 年 4 月 鹿児島県立鶴丸高等学校入学

1962 年 3 月 鹿児島県立鶴丸高等学校卒業

1966 年 3 月 九州大学経済学部入学

1966 年 3 月 九州大学経済学部卒業（経済学士）

1966 年 4 月 九州大学大学院経済学研究科修士課程進学

1968 年 3 月 九州大学大学院経済学研究科修士課程終了（経済学修士）

1968 年 3 月 九州大学大学院経済学研究科博士課程進学

1971 年 3 月 九州大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学

【職 歴】

1971 年 4 月 東京経済大学経営学部専任講師（会計学，簿記原理担当，1974 年 3 月ま

で）

1974 年 4 月 東京経済大学経営学部助教授（会計学，簿記原理担当，1984 年 3 月まで）

1977 年 5 月 東京経済大学税理士・公認会計士試験研修講座副主任（1978 年 3 月まで）

1978 年 4 月 東京経済大学国外研究員としてオランダ国立エラスムス大学においてオラ

ンダ取替価値会計の研究に従事（1979 年 7 月まで）

1980 年 5 月 東京経済大学税理士・公認会計士試験研修講座主任（1982 年 3 月まで）

1984 年 4 月 東京経済大学経営学部教授（会計学，簿記原理担当，2014 年 3 月まで）

1984 年 4 月 東京経済大学税理士・公認会計士試験研修講座主任（1985 年 4 月まで）

1986 年 4 月 東京経済大学出題委員長（1988 年 3 月まで）

1987 年 4 月 東京経済大学税理士・公認会計士試験研修講座主任（1990 年 3 月まで）

1990 年 4 月 東京経済大学入試委員長（1992 年 3 月まで）

― 5 ―



1992 年 4 月 東京経済大学税理士・公認会計士試験研修講座主任（1994 年 3 月まで）

1994 年 4 月 東京経済大学経営学部長・電算室長（1996 年 3 月まで）

東京経済大学特修コース運営委員長（1996 年 3 月まで）

東京経済大学大学院経営学研究科委員長（1996 年 3 月まで）

学校法人東京経済大学理事・評議員（1996 年 3 月まで）

1996 年 4 月 東京経済大学税理士・公認会計士試験研修講座主任（2000 年 3 月まで）

1997 年 12 月 東京経済大学経営学部中長期構想委員会委員長（1999 年 2 月まで）

1998 年 5 月 東京経済大学生涯学習推進委員会委員長（1999 年 3 月まで）

1999 年 5 月 学校法人東京経済大学評議員（2002 年 5 月まで）

1999 年 6 月 学校法人東京経済大学評議員会副議長（2002 年 5 月まで）

1999 年 10 月 東京経済大学経営学部改革委員会委員長（2002 年 3 月まで）

2000 年 4 月 東京経済大学教員資格審査委員会委員長（2002 年 3 月まで）

2000 年 4 月 東京経済大学大学院経営学研究科委員長（2002 年 3 月まで）

2002 年 10 月 東京経済大学学内諸制度整備委員会委員長（2004 年 7 月まで）

2004 年 4 月 東京経済大学図書館長（2006 年 3 月まで）

2006 年 4 月 東京経済大学プロジェクト研究所東京経済大学アカウンティング・リサー

チセンター所長（2008 年 3 月まで）

2007 年 4 月 東京経済大学国内研究員（2008 年 3 月まで）

2008 年 4 月 東京経済大学学長（2014 年 3 月まで）

学校法人 東京経済大学理事・評議員（2014 年 3 月まで）

2014 年 3 月 東京経済大学定年退職

2014 年 4 月 東京経済大学名誉教授（現在に至る）

【本学以外の主な職歴】

1986 年 4 月 中央鉄道学園大学課程非常勤講師（財務諸表論担当，1986 年 7 月まで）

1992 年 10 月 むさし府中商工会議所簿記振興委員（1995 年 9 月まで）

1998 年 10 年 むさし府中商工会議所簿記振興委員（2001 年 9 月まで）

1997 年 6 月 東京都国分寺市生涯学習審議会会長（1998 年 2 月まで）

2003 年 4 月 九州大学大学院経済学府非常勤講師（国際会計特研Ⅰ，国際会計研究Ⅰ担

当，2004 年 3 月まで）

2003 年 11 月 平成 16 年公認会計士試験第 2次試験委員（2004 年 11 月まで）

2004 年 11 月 平成 17 年公認会計士試験第 2次試験委員（2005 年 11 月まで）

2006 年 1 月 平成 18 年公認会計士試験試験委員（2006 年 11 月まで）

2008 年 1 月 アクネ大使（鹿児島県阿久根市，現在に至る）
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2008 年 4 月 東京経済大学・国分寺市地域連携協議会会長（2014 年 3 月まで）

2008 年 6 月 一般社団法人大学セミナーハウス評議員（2010 年 5 月まで）

2008 年 5 月 公益財団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩理事（2013 年 4 月まで）

2014 年 4 月 学校法人工学院大学学識経験者評議員（現在に至る）

【所属学会】

日本会計研究学会（1971 年 9 月〜現在）

日本経営学会（1971 年 10 月〜現在）

日本会計史学会（1982 年 10 月〜現在）

国際会計研究学会（1984 年 12 月〜現在）

日本簿記学会（1985 年 1 月〜現在）

会計理論学会（1986 年 9 月〜現在）

主要業績目録

Ⅰ．著書

『簿記の基本』白桃書房，1982 年 4 月

『簿記の応用』白桃書房，1991 年 7 月

『簿記の基本（第 2版）』白桃書房，2003 年 4 月

『簿記の基本（第 3版）』白桃書房，2008 年 4 月

Ⅱ．共（編）著書

『税務会計』（共著）日本評論社，1976 年 4 月

『簿記学習』（共編著）中央経済社，1978 年 4 月

『簿記学習 3級』（共編著）中央経済社，1986 年 4 月

『商業簿記学習 2級』（共編著）中央経済社，1986 年 4 月

『工業簿記学習 2級』（共編著）中央経済社，1986 年 4 月

『インタビュー日本における会計学研究の発展』（編集代表田中章義） 同文舘，1990 年 9

月

『簿記の技法』（編著）創成社，2006 年 3 月

『アカウンティング・エッセンシャルズ 基本簿記を学ぶ』（編著）中央経済社，2009 年 4

月
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Ⅲ．訳書

マテシッチ『会計と分析的方法（下巻）』（共訳）同文舘出版，1974 年 11 月

Ⅳ．論文

「固定資産の保有利得・保有損失についての一吟味」『企業会計』第 21 巻第 14 号，1969

年 12 月，106-112 頁。

「現代時価償却論の鳥瞰図」『経済論究』（九州大学大学院）第 24 号，1970 年 4 月，1-26

頁。

「中村萬次著『会計政策論』」（書評）『経済評論』第 19 巻第 11 号，1970 年 10 月，189-

191 頁。

「保有利得とインフレーション―発生主義会計の展開とジレンマ―」『東京経大学会誌』第

73 号，1971 年 11 月，1-27 頁。

「原価主義と時価主義」『東京経大学会誌』第 74 号，1971 年 12 月，39-61 頁。

「取替価値会計論―オランダ・フィリップス社の会計実践―」『東京経大学会誌』第 76 号，

1972 年 3 月，153-177 頁。

「現代時価主義会計分析の視座」『東京経大学会誌』第 77 号，1972 年 7 月，17-36 頁。

「取替価値会計の背景―オランダ企業会計制度の基本的性質―（1）」『東京経大学会誌』第

89 号，1975 年 3 月，53-60 頁。

「取替価値会計の背景―オランダ企業会計制度の基本的性質―（2）」『東京経大学会誌』第

90 号，1975 年月，53-60 頁。

「取替価値会計の背景―オランダ企業会計制度の基本的性質―（3）」『東京経大学会誌』第

91 号，1975 年 7 月，73-82 頁。

「取替価値会計の背景―オランダ企業会計制度の基本的性質―（4）」『東京経大学会誌』第

92 号，1975 年 9 月，105-127 頁。

「取替価値会計の背景―オランダ企業会計制度の基本的性質―（5）」『東京経大学会誌』第

94 号，1976 年 1 月，137-143 頁。

「会社設立・合併・分割・清算の会計」（市川深と共著）『会計人コース』別冊痛感第 4号，

1978 年 1 月，224-244 頁。

「オランダ取替価値会計の実態」『企業会計』第 32 巻第 8号，1980 年 5 月，125-132 頁。

「オランダにおける取替価値会計の適用形態（Ⅰ）」『東京経大学会誌』第 116・117 合併号，

1980 年 9 月，185-193 頁。

「オランダにおける取替価値会計の適用形態（Ⅱ）」『東京経大学会誌』第 118 号，1980 年

12 月，253-264 頁。

「オランダにおける取替価値会計の適用形態（Ⅲ）」『東京経大学会誌』第 120 号，1981 年
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3 月，193-203 頁。

「オランダ取替価値会計の計算構造（Ⅰ）」『東京経大学会誌』第 122 号，1981 年 9 月，

79-89 頁。

「オランダにおける取替価値会計の適用形態（Ⅳ）」『東京経大学会誌』第 123 号，1981 年

11 月，193-203 頁。

「オランダ取替価値会計の現況（一）」『東京経大学会誌』第 156 号，1988 年 6 月，1-73 頁。

「オランダ取替価値会計の現況（二）」『東京経大学会誌』第 157 号，1988 年 9 月，59-90

頁。

「オランダ取替価値会計の最新事情」『企業会計』第 41 巻第 3号，1989 年 3 月，90-97 頁。

「取替価値会計と取得原価主義会計―オランダにおける補足情報の実態」『東京経大学会

誌』第 161 号，1989 年 6 月，71-156 頁。

「オランダ取替価値会計の実践状況」『企業会計』第 41 巻第 10 号，1989 年 10 月，128-

132 頁。

「オランダ取替価値会計と会計方針の変更」『東京経大学会誌』第 165 号，1990 年 3 月，

11-71 頁。

「大学における業種別簿記教育」『日本簿記学会年報』第 6号，1991 年 10 月，42-44 頁。

「オランダの時価主義会計の現状と課題―フィリップス社も取得原価主義会計へ」『旬刊経

理情報』No. 705，1993 年 12 月号，18-25 頁。

「オランダ取替価値会計の動向」」『東京経大学会誌』第 185 号，1994 年 1 月，71-111 頁。

「取得原価主義会計と時価情報の開示」」『東京経大学会誌』第 189 号，1994 年 11 月，

205-249 頁。

「フィリップス社の取替価値会計の展開と取得原価主義会計への変更」『東京経大学会誌』

第 198 号，1996 年 9 月，83-113 頁。

「オランダ企業会計の取得原価主義会計指向」『東京経大学会誌』第 200 号，1996 年 12 月，

53-92 頁。

「オランダ企業会計の国際的調和」『旬刊経理情報』Vol. 807，1997 年 1 月，1頁。

「会計理論学会第 12 回全国大会リポート」『JICPA ジャーナル』No. 509，1997 年 12 月，

69-70 頁。

「会計理論学会第 12 回全国大会記」『会計理論学会年報』No. 12，1998 年 10 月，3-4 頁。

「オランダ型時価主義会計の適用形態」『東京経大学会誌』第 216 号，2000 年 2 月，9-45

頁。

「オランダ型時価主義会計の実践（1）」『東京経大学会誌』第 220 号，2000 年 9 月，55-

106 頁。

「地方自治体会計の現状と課題―社会的アカウンタビリテイの時代を迎えて―」（共著）

東京経大学会誌 第 284 号
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『東京経大学会誌』第 224 号，2001 年 3 月，147-198 頁。

「オランダ型時価主義会計実務の諸相」『東京経大学会誌』第 230 号，2002 年 7 月，3-45

頁。

「オランダ型時価主義会計の最新状況と取得原価主義会計」『企業会計』第 56 巻第 5 号，

2004 年 5 月，4-12 頁

「オランダ・ハイネケン社の取替価値会計」『東京経大学会誌』第 256 号，2007 年 11 月。

「日本簿記学会第 25 回全国大会記」『日本簿記学会ニュース』No 48 号 2009 年 12 月，6

頁。

Ⅴ．辞典項目執筆

「課税所得」「表面税率」

『大月経済学辞典』大月書店，1979 年。

「オランダの簿記会計史」「固定資産除却損益」「固定資産売却損益」「資本損失」「資本利

得」

『会計学大辞典（第四版）』中央経済社，1996 年。

「架空利益」「借方・貸方」「購入原価」「購買力損益」「債務者利得」「実質資本維持「実体

資本維持」「清算価値」「全体利益」「貸借平均の原理」「単式簿記」「帳簿価額」「売却

時価」「配当可能限度額」「評価損益」「複式簿記」「名目資本維持」

『会計学用語辞典』税務経理協会，1998 年。

「オランダの簿記会計史」「固定資産除却損益」「固定資産売却損益」「資本損失」「資本利

得」

『会計学大辞典（第四版増補版）』中央経済社，2001 年。

「現在原価」「現在市場価値」「現在取替原価」「再調達原価」「時価」「資本維持」「資本欠

損」「資本修正」「損失利得」

『会計学中辞典』青木書店，2005 年。

「オランダの簿記会計史」「固定資産除却損益」「固定資産売却損益」「資本損失」「資本利

得」

『会計学大辞典（第五版）』中央経済社，2007 年 5 月。

Ⅵ．解説等

「財務諸表論」『税経セミナー』第 20 巻第 14 号，1980 年 8 月，285-288 頁。

「財務諸表論」『税経セミナー』第 20 巻第 16 号，1980 年 10 月，272-280 頁。

「簿記論」（連載講座 1）『会計人コース』第 24 巻第 11 号，1989 年 9 月，70-82 頁。

「簿記論」（連載講座 2）『会計人コース』第 24 巻第 12 号，1989 年 10 月，80-92 頁。

久木田重和教授年譜ならびに主要業績目録

― 10 ―



「簿記論」（連載講座 3）『会計人コース』第 24 巻第 13 号，1989 年 11 月，84-96 頁。

「簿記論」（連載講座 4）『会計人コース』第 24 巻第 14 号，1989 年 12 月，86-99 頁。

「簿記論」（連載講座 5）『会計人コース』第 25 巻第 1号，1990 年 1 月，86-99 頁。

「簿記論」（連載講座 6）『会計人コース』第 25 巻第 2号，1990 年 2 月，86-99 頁。

「簿記論」（連載講座 7）『会計人コース』第 25 巻第 3号，1990 年 3 月，78-93 頁。

「簿記論」（連載講座 8）『会計人コース』第 25 巻第 4号，1990 年 4 月，70-85 頁。

「簿記論」（連載講座 9）『会計人コース』第 25 巻第 5号，1990 年 5 月，86-99 頁。

「簿記論」（連載講座 10）『会計人コース』第 25 巻第 6号，1990 年 6 月，86-96 頁。

「簿記論」（連載講座 11）『会計人コース』第 25 巻第 7号，1990 年 7 月，86-99 頁。

「簿記論」（連載講座 12）『会計人コース』第 25 巻第 8号，1990 年 8 月，70-83 頁。

Ⅶ．報告

「取得原価主義会計の再検討」

関東会計研究会，1972 年 10 月 12 日，日本大学

「帰朝報告：オランダの会計事情」

関東会計研究会，1979 年 11 月 10 日，明治大学

「オランダ取替価値会計の実情」

武蔵会計研究会，1981 年 12 月 16 日，武蔵大学

「オランダ取替価値会計の基本問題」

日本会計研究学会第 43 回大会，1984 年 5 月 23 日，中央大学

「大学における業種別簿記教育」（統一論題）

日本簿記学会第 6回全国大会，1990 年 11 月 3〜4 日，松山大学

「オランダの時価主義会計の現状と課題」

TKU Accounting Research Centre 研究会，1993 年 1 月 22 日，東京経済大学

「オランダ・フィリップス社の取替価値会計」

関東会計研究会，1994 年 8 月 11 日，東京経済大学

「オランダ取替価値会計の動向」

TKU Accounting Research Centre 研究会，2001 年年 6月 25 日，東京経済大学

「ものづくりと簿記教育」（統一論題）

日本簿記学会第 18 回関東部会，2002 年 6 月 22 日，一橋大学

「大倉喜八郎と簿記会計」

TKU Accounting Research Centre 研究会，2014 年年 3月 28 日，東京経済大学
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Ⅷ．エッセイ等

「桜島と私」『東京経済大学報』第 6巻第 7号，1974 年 2 月 1 日，1頁。

「私とオランダ語」『ことば』（東京経済大学視聴覚教育研究室）No. 2，1980 年 4 月，7-8

頁。

「フェルメールとデルフト」『輪』（東京経済大学教職員組合）110 号，1980 年 11 月，13-

14 頁。

「フェルメール」『特修広場』（東京経済大学特修コース事務室）No. 2，1981 年 3 月，10

頁。

「答えは一つじゃないよ」『CANPUS GUIDEó86』（東京経済大学学生部）1986 年，32 頁。

「税理士・公認会計士試験受験研修講座受講の勧め」『特修広場』No. 9，1989 年，2頁。

「経済学と経営学」『Space 1993』（東京経済大学入試課），1992 年，2頁。

「数字の裏に何があるかを見抜こう」『東京経済大学父母の会ニュース』第 34 号，1994 年

6 月，7頁。

「経営学部で学ぶ」『履修要項（1994 年度）』1994 年 4 月 10-14 頁。

「『ゼミナール論叢』No. 32 の刊行に寄せて」『ゼミナール論叢』（東京経済大学第一部ゼミ

ナール連合会）No. 32，1994 年 8 月，3-4 頁。

「企業の成績表」『Space 96』，1995 年，13 頁。

「生涯学習の原点を示唆」（永沼亘彬著『若返りは知的好奇心から―私の生涯学習日記』書

評）『News Letter 東京経済大学ニュース』Vol. 27，1998 年 1 月，13 頁。

「複眼的な思考」『こくぶんじの学校教育』（国分寺市教育委員会）第 8号，1998 年 5 月 15

日，4頁。

「欅友会でブラッシュ・アップを」『欅友会会報』第 107 号，1998 年 11 月 14 日，4頁。

「巻頭言 大倉会計第 50 号の発刊に寄せて」『大倉会計』（東京経済大学会計学研究会）第

50 号，2001 年 3 月，2-3 頁。

「巻頭言 大倉会計第 51 号の発刊に寄せて」『大倉会計』第 51 号，2002 年 3 月，2-3 頁。

「巻頭言 大倉会計第 52・53 合併号の発刊に寄せて」『大倉会計』第 52・53 合併号，2004

年 1 月，4-5 頁。

「巻頭言 大倉会計第 54 号の発刊に寄せて」『大倉会計』第 54 号，2005 年 1 月，2-3 頁。

「巻頭言 大倉会計第 55 号の発刊に寄せて」『大倉会計』第 55 号，2006 年 2 月。

「巻頭言 現代社会と会計リテラシー」『大倉会計』第 56 号，2007 年 2 月，3-4 頁。

「巻頭言 会計の時代と複式簿記」『大倉会計』第 57 号，2008 年 2 月，3-4 頁。

「原点に帰る」『会計人コース』2008 年 8 月，1頁。

「巻頭言 会計基準の国際的コンバージェンスと国際会計基準の導入」『大倉会計』第 58

号，2009 年 2 月，2-4 頁。
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「巻頭言 大倉喜八郎と簿記」『大倉会計』第 59 号，2010 年 2 月，2-3 頁。

「巻頭言 IFRS と『企業会計原則』」『大倉会計』第 60 号，2011 年 2 月，2-4 頁。

「巻頭言 IFRS と複式簿記の意義」『大倉会計』第 61 号，2012 年 2 月，2-3 頁。

「巻頭言 収益費用アプローチと資産負債アプローチ」『大倉会計』第 62 号，2013 年 2 月，

2-4 頁。

「巻頭言 会計学研究会の飛翔と『大倉会計』の充実を願って」『大倉会計』第 63 号，

2014 年 2 月，2-3 頁。

Ⅸ．講演等

「企業の決算書の仕組みとその見方―損益計算書を中心に―」平成元年度関東学生会計学

研究会記念講演，1989 年 5 月 14 日，東京経済大学。

「取得原価主義会計の再検討」平成 3年度関東学生会計学研究会記念講演，1991 年 5 月 12

日，専修大学。

「会計の新しい動向」葵友会福岡支部 2008 年度総会，2008 年 9 月 20 日，福岡市，八仙閣。

「会計のプロを育てる」創立 110 周年記念進一層全国キャラバン記念講演会 2008 年 11 月

15 日，鹿児島市，城山観光ホテル，『読売新聞』2008 年 11 月 16 日朝刊西部本社版で

「東京経済大学を PR 鹿児島で講演会」と題した記事で紹介された。

「日本の会計の新しい動きと会計プロフェッション」貴州財経学院創立 59 周年学術講演

（代読），2008 年 12 月 7 日，貴州財経学院。

「会計のプロを育てる」創立 110 周年記念進一層全国キャラバン記念講演会 2008 年 12 月

14 日，静岡市，ホテルアカシア静岡，『読売新聞』2008 年 12 月 15 日朝刊で紹介され

た。

「会計の新しい動き」葵友会武蔵野支部 2009 年度総会，2009 年 5 月 23 日，東京経済大学。

「日本の会計の最新事情」対外経済貿易大学日本語学科セミナー，2011 年 9 月 26 日，対

外経済貿易大学。

「国際会計基準（IFRS）と日本の会計」欅友会学習会，2014 年 1 月 25 日，東京経済大学，

報告要旨『欅友会会報』第 269 号，2014 年 3 月，2-7 頁。

「国際会計基準（IFRS）と日本の対応」退任記念講演会，2014 年 3 月 15 日，東京経済大

学。

Ⅹ．主なあいさつ文

「新入生の皆さんへ」『東京経済大学報』第 41 巻第 1号，2008 年 4 月，2-3 頁。

「躍動感あふれるキャンパスを」『東京経済大学父母の会ニュース』第 90 号，2008 年 4 月

1 日，1頁。
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「ごあいさつ」『父母のための東京経済大学ガイドブック 2008』2008 年，2頁。

「葵友会新潟支部創立 60 周年をお祝いして」『葵友会新潟支部 2008 年度総会式次第』2008

年 7 月，2頁。

「端艇部の飛躍と葵水会の発展を願って」『葵水』2008 年 7 月，1頁。

「お祝い」『柏枝改め八代目春風亭柳橋 襲名披露 口上書』，2008 年 9 月 7 日，東京会

館。

「喜八郎のチャレンジ精神と人材育成」『東京経済大学報』2009 年春号 2009 年 1 月，2頁。

「新年のご挨拶」『欅友会会報』第 212 号，2009 年 1 月，1頁。

「創立 110 周年を控え，本学の魅力を発信」『東京経済大学父母の会ニュース』第 93 号，

2009 年 4 月，2頁。

「新入生の皆さんへ」『東京経済大学報』第 42 巻第 1号，2009 年 4 月，2頁。

「ごあいさつ」『父母のための東京経済大学ガイドブック 2009』2009 年，2頁。

「体育会各部のより一層の飛躍を」『飛翔』（東京経済大学体育会），第 34 号，2009 年 6 月，

6頁。

「葵友会創立百周年を祝して」『東京経済』第 329 号，葵友会創立 100 周年記念号，2009

年 7 月，4頁。

「新春ごあいさつ 創立百十周年を契機に新たな東京経済大学へ―「TOKYO TOP 30」を

目指して」『東京経済大学報』2010 年新春号，2010 年 1 月，3-4 頁。

「新年のご挨拶」『欅友会会報』第 224 号，2010 年 1 月，1頁。

「体育会創立 50 周年を祝して」『飛翔』50 号，2010 年 1 月，5頁。

「本学の歩みと学生新聞」『学生新聞復刻版』別冊，2010 年 2 月，3頁。

「ごあいさつ」『父母のための東京経済大学ガイドブック 2010』2010 年，2頁。

「刊行に寄せて」『復刻版心学先哲叢集』2010 年 7 月，ⅳ頁。

「新年のご挨拶」『欅友会会報』第 246 号，2011 年 1 月 7 日，1頁。

「東京経済大学創立 110 周年記念式典謝辞」『東京経済大学学報』第 43 巻第 2 号，2011 年

1 月，2-3 頁。

「第 200 号発行を契機に『輪』の」更なる充実を」『輪』第 200 号，2011 年 4 月，4頁。

「『TOKYO TOP 30 計画』のもと次の 10 年を目指して」『東京経済大学父母の会ニュー

ス』第 101 号，2011 年 5 月，2頁。

「ごあいさつ」『父母のための東京経済大学ガイドブック 2011』2011 年，2-3 頁。

「『TKUスポーツ憲章』のもとに一段の飛躍を」『飛翔』第 36 号，2011 年 6 月，6頁。

「30 周年を機に更なる飛翔を」『欅友会会報』第 246 号，2012 年 1 月 12 日，1-2 頁。

「瀧本記念奨学金記念論文集発刊に寄せて」『記念文集 中国・雲南への架け橋―瀧本良吉

氏と五人の学生たち』東京経済大学大学院経済学研究科，2012 年 4 月，4-5 頁。
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「『TOKYOTOP 30 計画』の実現に向けて」『東京経済大学父母の会ニュース』第 104 号，

2012 年 5 月，2頁。

「TKUスポーツ憲章を遵守して更なる飛躍を」『飛翔』第 37 号，2012 年 5 月，6頁。

「ごあいさつ」『父母のための東京経済大学ガイドブック 2012』2012 年，2-3 頁。

「ふるさと阿久根の活況を願って」『2012 年阿久根市勢要覧』阿久根市，2012 年，6頁。

「欅友会創立 30 周年に寄せて」『欅友会創立 30 周年記念誌』2012 年 9 月，6頁。

「新たな一年の出発に際して」『東京経済大学報』2012 年度新春号，2013 年 1 月，2頁。

「新年のご挨拶」『欅友会会報』第 246 号，2013 年 1 月，1-2 頁。

「面倒見が良い大学の評価を一段と高める」『東京経済大学父母の会ニュース』107 号，

2013 年 5 月，3頁。

「ごあいさつ」『父母のための東京経済大学ガイドブック 2013』2013 年，2-3 頁。

「巳年に大きく飛翔することを期待して」『飛翔』第 38 号，2013 年 6 月，6頁。

「剣道部創立 50 周年を祝して」『東京経済大学剣道部文武不岐創部 100 周年記念誌』2013

年 7 月，5頁。

「少林寺拳法部創部 50 周年を祝して」『東京経済大学体育会少林寺拳法部創部五十周年記

念誌』2013 年 11 月，7頁。

「新たな『目から鱗が落ちる』感動を」『欅友会会報』第 268 号，2014 年 1 月，1-2 頁。

「体育会本部と各部の更なる充実，飛躍を願って」『飛翔』第 39 号，2014 年 8 月，6頁。

「『進一層』の精神で」『東京経済大学報』2013 年度新春号，2014 年 1 月，2頁。

「ソフトテニス部 50 周年を祝して」『東京経済大学体育会ソフトテニス部創部 50 周年記念

誌』2014 年 8 月，9-10 頁。

Ⅺ．対談

「座談会 税理士・公認会計士への道」『特修広場』No. 2，1981 年 3 月，1-6 頁。

「公認会計士・税理士 山本 巌氏に聞く 簿記の学び方―税理士試験簿記論を中心に―」

『特修広場』No. 2，1982 年 3 月，1-5 頁。

「「伝統」を乗り越えて 北山喜之葵友会会長との対談」『東京経済』2008 年 4 月，4-7 頁。

「新春企画学長対談 プロの役割は責任と信用から」（公認会計士岩本繁氏との対談）『東

京経済大学報』2009 年新春号，2009 年 1 月，10-11 頁。

「新春対談 東経大と「絆」 その価値と輝き」（岩本繁理事長との対談）『東京経済大学

報』2012 年 1 月 1 日，1-2 頁。

「久木田学長，二期目の舵取りを語る 聞き手 加治葵友会会長との対談」『東京経済』

2012 年 4 月。

「父母の会ニュース」―100 号記念座談会―「創立 110 周年を迎えて，次の 10 年への展
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望」〜『TOKYO TOP 30 宣言』と父母の会〜『父母の会ニュース』第 100 号記念号，

2011 年 1 月，5-11 頁。

Ⅻ．新聞等インタビュー

「表面だけしかわからないのでは困ってしまいます」『ʼ85 Space』1984，35 頁。

「今，先生はこう考えている シリーズ掲載 先生対談」『Seminar Life』（東京経済大学

第一部ゼミナール連合会），ʼ88 Vol. 2，1988，1 頁。

「教授と触れ合うゼミナール 久木田重和教授ゼミ二企業の決算報告書の表と裏」『東京経

済大学父母の会ニュース』第 16 号，1989 年 6 月，7頁。

「研究室ミニ訪問 久木田ゼミ」『読書のいずみ』No. 41，1989. 12，32-33 頁。

「教授クローズアップ 久木田重和教授」『東京経済大学父母の会ニュース』第 19 号，

1990 年 6 月，9頁。

「先生訪問 国分寺市にただひとつの大学の責任を感じています」『東京経済』No. 259，

1997 年 11 月，22-23 頁。

「企業会計の専門知識を習得」『日経 BPムンク「変革する大学」シリーズ，東京経済大学

2007・2008 年版』，日経BP企画，2007 年，75 頁。

「顔 活力と躍動感あふれるキャンパスに」『南日本新聞』2008 年 4 月 20 日朝刊，2面。

「失敗を恐れず，一歩前進できる『ひとを育てる』」『週刊東洋経済』2008 年 7 月 12 日号，

150-151 頁。

「おやっとさあ 全国回って魅力発信」『南日本新聞』2009 年 1 月 4 日夕刊，2面。

「おやっとさあ 幅広く学んで応用力をつけて」『南日本新聞』2013 年 6 月 9 日朝刊，2面。

「Top Interview キャンパス NOW 2013 夢の実現サポート」『毎日新聞』2013 年 6 月

29 日朝刊，17 面。
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